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レナフォの5年間、震災、地球温暖化

　理事長　髙野義武

　レナフォ（NPO法人国際ふるさとの森づくり協会）は昨秋、2013年９月10日、誕生5周年を迎えました。会員

はじめ多くの皆さま方に、いつも温かいご支援ご協力をいただきましたおかげさまで活動は順調に推移しました。

その概要については後述します。

　この間、東日本大震災が発生し、多くの貴重な命が失われました。この災害を契機にレナフォの森づくり現場も

東北地方太平洋岸の地域が多くなりました。宮城県下 5 カ所の被災神社で鎮守の森の復元事業をお手伝いして、

多数の仮設住宅に分散して住む氏子の方々にかつての氏神様に自ら苗木を植えていただきました。

　また、震災の翌年2012年３月、仙台市で「いのちを守る森の防潮堤推進シンポジウム」を開催し、その後大槌町（岩

手県）、岩沼市（宮城県）、南相馬市（福島県）などで森の防潮堤の植樹祭が行われ、防潮堤の斜面にふるさとの森

が姿を現しつつあります。

　この災害は、ともすれば今日明日の短期間のことにとらわれがちな私達に、千年単位の長い時間のことを考える

きっかけになった気がします。

・千年に一度の津波対策に寿命百年のコンクリート製防潮堤がいいのだろうか。
・巨大な津波によって壊されたそれまでの生活や絆を復興するのに、常の状態しか想定していない法律や予算
制度をそのまま適用するのは無理なのではないだろうか。　
・被災された人々は悲しみ、苦しみ、迷い、悩んだ上、将来への方針も時間とともに変わるのは当然ではないか。
復興政策をやみくもに短期間に推進するのは正しいのだろうか。
・被災された人々の姿は同じ地震の巣の上に住む日本人にとって、明日の自分の姿ではないだろうか。
・災害を含む自然現象を、人知を超えた力として恐れ、敬ってきた先人を非科学的と嘲笑うのでなく賢い姿勢
として評価し直す時が来たのではないだろうか。

　地球規模での温暖化が進行中です。原因は化石燃料

を使って快適な生活を追求してきた人間にあり、世界の平

均気温上昇を２度以下とするために2050年までに化石

燃料を80％削減する必要があるといわれます（IPCC 第

５次評価報告書）。もう時間がありません。一人ひとりが

今できることをすぐに始めませんか。できれば屋根に太

陽光発電パネルを置き、できれば車を電気自動車にかえ、

そして是非ともご一緒にふるさとの森づくりを進めま

しょう。一本でも多くポット苗を植えましょう。

レナフォ連携の森　（神奈川・湘南国際村）
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森林再生事業
　レナフォは森林再生事業として、ふるさ

との木によるふるさとの森づくりを大黒柱

の事業として進めてきました。その第 1 回

目が 2009 年 5 月 6 日に神奈川県横須賀市

の湘南国際村で実施され、シイノキやタブ

ノキなど常緑広葉樹を主とする 40 種類の苗

木 3,048 本が 400 人の市民の手によって植

え付けられました＝写真㊨。その後 5 年経

過した現在、この森は樹高４ｍを超す若々しい森に

育っています（前ページの写真）。

　以来 2012 年度（2012 年 9 月 1 日～ 2013 年 8

月 31 日）末までに、主催者として実施したものか

ら技術的な協力を行ったものまで合わせると、全国

各地 36 カ所で 3.7 ㌶の面積に 12 万 2 千本の苗木を

植えてきました。全て市民参加の植樹祭を行い、1

万 9 千人の人々が参加されました。幼稚園児から高

齢者まで、参加者は土まみれで苗木を植え、敷きワ

ラ作業に楽しく汗を流していただきました。

　震災前は関東地方や神戸市で広域避難場所に当たる

学校の森づくりや鎮守の森の再生が主でしたが、震災後は宮城県の被災神社での鎮守の森再生や宮城県・福島

県での森の防潮堤づくりへの支援が主な事業となりました。海外での森林再生としては 2012 年からカンボジア

での取り組みが始まり、プノンペンにある王立農業大学と IGES 国際生態学センター（宮脇昭センター長）の協

働作業にレナフォも協力しております。

専門家認証事業
　ふるさとの森づくりを進めるためには、その哲学

から技術的なノウハウ、現場作業の進め方まで一貫

した知識を持った専門家の育成が必要です。毎年 6

月に湘南国際村で研修を実施し、試験に合格した方

に「植生工学士」（商標登録第 5351787 号）の資格

を取得していただいております。研修は既に 5 回実

施し、89人の植生工学士が誕生しました（図参照）。

　植生工学士には高い意識を持った方々が多く、情

熱を持って積極的に森づくり事業に取り組まれる方

が少なくありません。各地で実施される植樹祭には

準備作業や当日の植樹作業の指導にあたり、確実な

森づくりを実施するための中心的役割を果たしてい

ただいております。また森づくりについて建設的な

ご意見を提案されるなど、今やレナフォ事業の実質的な推進役を果たしていただいております。（2013 年

度の専門家研修参加者募集要項は８㌻参照）

レナフォ5年間の歩み
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レナフォへの5年間のご支援

講演会・シンポジウム
　レナフォは毎年秋の通常総会の後、宮脇昭先生（横浜国立大学名誉教授、レナフォ特別顧問）の記念講演会を開

催してきました。講師としては宮脇先生のほか、岸井成格氏（ジャーナリスト、元毎日新聞主筆）、田中眞紀子氏（元

外相）らにもご登壇いただきました。また毎年春には IGES 国際生態学センターと共催で市民環境フォーラムを実施

しております。2011 年には「長野オリンピックの森検証シンポジウム」（長野市）を、2012 年には「いのちを守る森

の防潮堤推進シンポジウム」（仙台市）を開催しました。これらレナフォが 5 年間に主催・共催した講演会などは 13

回となりました。

　屋外での企画としては森の見学会や苗木づくり体験会なども実施しました。印刷発行した資料としてはふるさとの

森づくり技術指針など３資料があります。

IT による情報発信
　2010 年 4 月にホームページのレナフォ公式サイト（http://www.renafo.com/）を立ち上げました。広報事業の

一環として、現在も随時更新しながら継続的に、森林再生事業を中心に幅広い関連情報を発信させていただいて

おります。ここには会員専用コーナーも設けております。またご希望の方にはメーリングリストにご参加いただき

さらに詳しい情報をお届けしております。

　レナフォの活動は多くの方々に支えていただいて成り

立っています。レナフォ 5 年間の活動への支援状況は次

のとおりです。温かいご支援に深く感謝申し上げます。

会　員
　レナフォの会員として入会いただいた個人・団体数

を右図に示しました。いずれも年度末（8月31日）現在

の数字です。会員は、個人と団体がそれぞれ正会員と

賛助会員に分けられ4分類されています。個人会員の

数は正会員・賛助会員合わせて初年度2008年度末が

64人でしたが、2012年度末は117人。団体会員は08年度末の12団体から12年度末には6団体と減少しており

ます。12年度末（13年8月末）現在の団体会員は次の6団体です（アイウエオ順）。

㈱研進、京都銀行、㈱滋賀原木、にいざわ皮ふ科、三井不動産㈱、輪王寺。
なお本年 14年 4月に㈱山田養蜂場に入会いただきました。
またこのほかにも、5年間に次の団体に会員となっていただいております（アイウエオ順）。
イズミ総合開発㈱、国際航業㈱、㈱国分、㈱静岡グリーンサービス、㈱菅原事務所、
田旗造園建設㈱、東禅寺、㈱内外切抜通信社、

寄付（使用目的指定なし）
　レナフォはこれまでに多くの団体・個人の方々から、特に使用目的が限定されない寄付をいただきました。主な
寄付団体は次のとおりです。

・毎日新聞社（2008年の設立時）
・㈱丸井・エポスカード（毎月継続的）
・日本テレビ（2010年）
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資金的な助成（使用目的指定）
　レナフォは５年間に多くの団体から使用目的を定めた助成をいただき、事業を展開してきました。その主な団体

名と使用目的（カッコ内）は次のとおりです（アイウエオ順）。

・イオン環境財団（湘南国際村植樹）
・エキスパートグループホールディングス（湘南国際村植樹）
・鹿島建設㈱（湘南国際村植樹）
・NPO法人GoodDay（湘南国際村植樹）
・国土緑化推進機構（湘南国際村植樹）
・国際ソロプチミスト横須賀（湘南国際村植樹）
・セブン-イレブン記念財団（湘南国際村植樹）
・㈱セントフォース（湘南国際村植樹）
・東京海上ミレア（湘南国際村植樹）
・日本財団（学校の森づくり植樹、鎮守の森の再生植樹、技術指針などの刊行）
・フェリシモ（湘南国際村植樹）
・毎日新聞社（震災復興祈念植樹祭）
・馬淵建設㈱（湘南国際村植樹）
・㈱丸井（湘南国際村植樹）
・三井住友海上火災保険㈱（湘南国際村植樹）
・三菱商事㈱（湘南国際村植樹、森の防潮堤プロジェクト推進シンポジウム）

資材の助成
　次の団体からは苗木や稲ワラなどの資材を提供いただいてきました。ほかにも多くの団体や個人から苗木など

を提供いただき、ふるさとの森づくりに使用させていただきました。

・出雲大社相模分祀（湘南国際村、ワラ縄）
・NPO法人GoodDay（湘南国際村、苗木）
・㈱研進・進和学園（湘南国際村、苗木）
・㈱サンライフ（進和学園「いのちの森基金」）（湘南国際村、苗木・除草作業）
・横浜ゴム㈱（湘南国際村、苗木）

2013年度通常総会・記念講演会
（主催、横浜市開港記念会館）＝2013年10月30日

　レナフォの2013年度通常総会では、第一号議案の2012年度の事業報告と決算報告、第二号議案の2013年度事

業計画と予算が原案通り承認されました。また、レナフォが 2008 年９月の設立から５周年を迎えたことから、「５カ

年の歩み」について高野理事長が報告しました。

　このあと午後６時半から、同じ開港記念会館の別の会議室で宮脇昭横浜国立大学名誉教授が「いのちを守る森の

防潮堤の現状」と題して記念講演を行いました。参加者は約100人。

　宮脇先生はまず、この日午前８時から東京･霞ヶ関の自民党本部で開かれた同党所属の国会議員 60 人や林野庁

の国有林野所管部局の幹部職員らが出席した勉強会「沿岸の防潮堤植栽」で講師を務めてきたことを紹介しまし

た。その中でも述べたとして、東北地方の東日本大震災被災地の沿岸部で進む国土交通省所管のコンクリートの

防潮堤建設や林野庁の防風林整備事業などに対して、常緑広葉樹を中心にした「ふるさとの木によるふるさとの

森づくり」理論による森の防潮堤づくりの方が、大津波や高波対策として波の力を減衰させる力に優れ、根付いた

樹林帯が数千年間は持続するという長期の有用性に優れていること、海岸線の自然景観が守れることなどを強調。

「生きてこそいれば、何があっても大したことではない。いのちを守り、生活を守り、あなたの遺伝子を残すことが

一番大事」と結びました。
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▼主催：南相馬市
▼共催：ガレキを活かす森の長城プロジェクト（PJ）
▼協賛：NPO法人森びとPJ委員会、イオン
▼後援：毎日新聞社、福島新聞社、福島民友新聞社
▼参加者：約3000人
▼植樹本数：16種類20000本
                 （タブノキ、スダジイ、シラカシ、アラカシなど）

　東日本大震災後、福島県内で実施された最初の植樹祭。南相馬市

では津波などによる犠牲者が 633 人に及び、桜井勝延市長は震災翌

年の 2012 年 3 月にレナフォなどが仙台市で開催した「いのちを守る

森の防潮堤プロジェクト推進シンポジウム」で森の防潮堤づくりに強

い意欲を示していました。現地は同市の真野川左岸の河口近くで、幅

50 ㍍高さ４㍍の盛り土を延長 140 ㍍にわたって構築。盛り土は地震

と津波によるコンクリートガレキを砕いたものに土砂を混合＝写真㊦。

参加者は学校など団体も多く、予想を 1000 人も上回りました。宮脇

昭横浜国立大名誉教授（レナフォ特別顧問）が植樹指導にあたり、元

首相で森の長城PJ理事長の細川護熙氏も参加しました＝写真㊤。

森林を再生する事業
①鎮守の森　南相馬市復興市民植樹祭

　（協力、福島県南相馬市鹿島区南右田字二つ池）＝2013年10月６日

市民環境フォーラム
（共催、横浜国立大学教育文化ホール）＝2014年3月16日

▼主催：財団法人地球環境戦略研究機関国際生態学センター（JISE）

　常緑広葉樹がキャンパスを包む横浜国立大学の正門近くにある同大

学教育文化ホールで午後１時から開催、参加者は約 120 人で会場の座

席がほぼ埋まりました。

　基調講演は、宮脇先生＝写真㊧＝と東日本大震災で被災した宮城県岩

沼市の井口経明市長。宮脇先生は、青森県から茨城県に続く太平洋沿岸

被災地の海岸部に広葉樹林帯を築く「いのちを守る森の防潮堤」プロジェ

クトについて、「国交省も生きた材料の森づくりができるようになった」と、国の復興事業と連動しながら動きが本格化しつ

つあること、しかし縦割り行政のはざまで依然として残る課題などを指摘しました。岩沼市長は、宮脇先生の指導により、同

プロジェクトの一環として多様な常緑広葉樹の樹林帯の整備を進めている「千年希望の丘」事業について、ビジョンと今

後の取り組み、課題などについて、被災現地の具体的な事例を紹介しながら

講演しました。休憩後のパネル討論「これからの防潮堤はどうあるべきか」で

は、レナフォ理事・事務局長の新川眞氏が司会を務め、宮脇先生と岩沼市長

が報告。井口市長は「地元ではマツを残せという声もあり、沿岸での境界付

近は自治体間の調整はなかなか難しい」などと述べ、宮脇先生からは、林野

庁がマツだけでなく、広葉樹の試験植栽をやることになったことが明かされ

ました。このあと会場との熱意のこもった質疑応答が行われました＝写真㊨。
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▼主催：協働参加型めぐりの森づくり推
進会議
▼協賛：大川印刷、横浜ビール、東京海
上ミレア、フィアットクライスラージャ
パン、ダスキンレントオール横須賀 S、
NPO 法人中川希望塾、エキスパートア
ライアンス
▼資金助成：イオン環境財団、国際ソロ
プチミスト横須賀
▼苗木･資材助成：横浜ゴム、サン・ラ
イフ、高千穂（進和学園「命の森基
金」）、NPO 法人 GoodDay、三井住友
火災海上保険
▼参加者：約450人
▼植樹本数：22樹種2000本
   （タブノキ、スダジイ、シラカシ、アラカシなど）

　強風の下、宮脇名誉教授の指導で、ほぼ平坦な約 700 平方㍍に植えました＝写真。参加者には横須賀市や葉山

町の幹部、協賛企業の幹部社員らのほか歌舞伎俳優の市川海老蔵さんも飛び入り参加しました。また、カナダの

映画撮影班が映画「世界を救う 10 本の木」という映画の撮影をしました。会場近くでは地ビールや手作りパン販

売ブースがにぎわい、バンド演奏や合唱団の歌声も響きわたりました。

▼主　催：株式会社トヤマ

▼参加者：約250人

▼植樹本数：36樹種12,199本

　（タブノキ、スダジイ、シラカシ、

　　　　　アラカシ,ヤマザクラなど）

②第９回レナフォ連携の森植樹祭・第8回湘南国際村めぐりの森植樹祭
（共催、神奈川県横須賀市湘南国際村）＝2013年11月10日

③株式会社トヤマ　モノづくりの殿堂新築工事プロジェクト　
いのちの森づくり植樹祭（技術指導、神奈川県足柄上郡山北町山北字岸　丸山）
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　（株）トヤマの新社屋建設に伴う造成工事で、南斜面を

中心に植栽基盤 3,737 平方㍍を整備し第一期分として植

えました＝写真㊤。参加者はトヤマの社員のほか地元の

町民や宮脇先生の植樹祭を支援するボランティアらも集

まりました＝写真㊧。植栽の時期としては冬季の厳しい条

件の下でしたが、14 年１月中旬の現地調査では、凍霜害

による初期淘汰は16本と軽微でした。第二期の植樹祭は

今年秋に予定されています。



　輪王寺（仙台市青葉区北山1-14-1）敷地内で2004年と2005年に、ふるさとの森づくり方法で植えられた木の

根がどうのように土中に侵入しているかを確認する洗出調査を実施しました。その概要をご報告します。

第1現場　　
第１現場の根系

調査日：11月21日　10:30～16:30

調査個所：輪王寺第一駐車場脇

調査樹木：樹種：シラカシ、胸高直径：80mm、樹高：６ｍ、

植樹：2004年（9年後）

調査方法：バックホウで調査樹木の片面を深さ2m掘削。

その後調査樹木の根本に高圧水を吹き付け、

根系を洗い出した。

土壌状況：地表から 30 ㎝：褐色の表層土（L1と呼ぶ）、

その下 20 ㎝：レキ混じり残土（L2）、その下

30 ㎝：填圧され固く締まったガラ（L3）、その

下1m：青色の砂層（L4）、その下（層厚未確認）：やや硬い粘土（L5）

根系の侵入状況：根系の侵入深度は LI 層、L2 層の 50 ㎝内に留まっていて、填圧され固く締まったガラ層（L3）より深くには

根系の侵入は無い。L4 層は L3 層に阻まれて、酸素の侵入しない還元土壌となっており、ここにも根系は侵

入していない。このため根はL1、L2層内を横に伸びており、浅くて平面的な高密度の根系を形成している。

第 2現場　　
調査日：11月22日　10:40～15:00

調査個所：輪王寺日本庭園内

調査樹木：樹種：シラカシ、胸高直径：70mm、樹高：7ｍ、

植樹：2005年（8年後）

調査方法：バックホウで調査樹木の片面を深さ2m掘削。

その後調査樹木の根本に高圧水を吹付け、

根系を洗い出した。

土壌状況：地表から 10 ㎝：茶褐色の腐植層（L1）、そ

の下 30 ㎝：黄褐色の砂質土（L2）、その下

６0 ㎝：褐色のシルト層（以前の池の底土）

（L3）、その下 1m：地山のやや締まった粘

土層（L4）根系の侵入状況：根系は L3 層まで高い密度で広がっており、L４層にも侵入している。

第１現場と比べ酸素が地山粘土層（L4）まで届いており、根系は２m以上侵入している。

調査結果
　根系が地中への侵入する状況は土壌中に酸素があるかどうかで大きく変わることが確認された。充分深くまで

根を張るためにも、植樹に先立ってなるべく深くまで掘削し、酸素を供給できるようにすることが、植栽基盤造成

上重要であることがわかった。
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根系の洗出調査
（共催、輪王寺）＝2013年11月21、22日

第2現場の根系

第1現場の根系
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レナフォの公式サイトをご愛読ください

　ふるさとの木によるふるさとの森づくりを、哲学から現場の技術まで包括的に学ぶ「植生工学士」育
成の今年度研修は、6月６日から２泊３日の日程で神奈川県横須賀市の湘南国際村センターで行わ
れます。参加者募集要項は次の通りです。

６月 6日  ９：30
 ９：40
10：00
13：00
14：45
16：30

10：00
11：00
14：30
16：15
18：30

～
～
～
～
～

同センターロビーで受付
オリエンテーション、
ふるさとの森づくりの哲学
日本の植生
環境マネジメントと社会の価値創造
企業緑地としての森づくり

宮脇 昭 横浜国立大学名誉教授
鈴木 邦雄 横浜国立大学学長
同学長
後藤 幸雄 株式会社三五森づくり事務局長

　　7日

　　8日

 ９：00
10：45
13：15

10：30
12：15
16：30

～
～
～

災害と森のはたらき
ふるさとの森づくり手法と実施事例
現場実習

 ９：00
10：45
13：15
15：00

10：30
12：15
14：45
16：00

～
～
～
～

緑環境づくりへの市民の力
ふるさとの森の機能
土壌動物による自然性評価
試験

石村章子　NPO法人地球の緑を育てる会理事長
原田　洋　横浜国立大学名誉教授
同名誉教授

湘南国際村センター　〒240-0198　神奈川県三浦郡葉山町上山口1560-39
 電話　046-855-1816
 JR逗子駅または京急汐入駅より京急バス
 「湘南国際村センター前行き」終点下車。

① 研修日程・カリキュラム

研修費41,000円、試験費15,000円、宿泊費・食事代等23,000円計79,000円。
レナフォ正会員（会費6,000円納入の新規加入を含む）は研修費31,000円で計
69,000円。通いの場合は宿泊費が不要。宿泊費は１室２人。個室希望の場合は
3,000円が加算になります。

下記のホームページから申し込みを。参加費用は５月31日までに次の口座へお振込み
ください。

 銀行名：三菱東京UFJ銀行三軒茶屋支店
 口　座：普通預金　口座番号3858654
 名　義：特定非営利活動法人国際ふるさとの森づくり協会

http://www.renafo.com/

NPO法人 国際ふるさとの森づくり協会（ReNaFo）
宛　　先：〒154-0023 東京都世田谷区若林5-21-1
TEL：03-3422-2765　   FAX：03-6805-2794

レナフォを応援して下さい。

2014年度 会員募集中
正会員（団体・個人）　賛助会員（団体・個人）

② 研 修 会 場

③ 研 修 費 用

④研修の申込み方法

第6回  ふるさとの森づくり専門家研修  参加者募集中
（主催、湘南国際村センター）＝2014年６月６～８日

林　寿則 IGES国際生態学センター研究員
　野 義武 レナフォ理事長
　野 義智 エスペックミック株式会社技術員


